
１．経営成績 
(1）経営成績に関する分析 

（当期の経営成績）   

 当期におけるわが国の経済は、前半は緩やかながらも景気回復基調で推移いたしましたが、後半以降、原油価格の

高騰や米国経済の減速から、先行きに不透明感や景気後退懸念が強まっています。 

このような状況の中、当社グループは「中期経営計画（平成20年３月期～平成22年３月期）」に基づき、事業基盤の

拡大に取り組んでまいりました。 

 セグメント別の概況といたしましては、航空関連事業では、海外のエアライン向け中古航空機の販売や免税品の卸

売り取引等が好調に推移いたしましたが、航空機部品の販売等が伸び悩んだことにより、増収減益となりました。生

活関連事業では、雑貨、印刷・メディア関係の調達受託業務などで減益となりましたが、農水産物の輸入（加工）販

売やワイン販売などが順調な実績をおさめたことにより概ね前年並み、また、顧客サービス事業では、不動産事業が

好調に推移した一方で、空港店舗事業において、同業他店との競合激化や事業環境の変化による収益性の低下がみら

れました。 

 これらの結果、当期の売上高は120,228百万円と前期を上回ったものの、コンピューター基幹システムの開発・更

新に伴う社外役務費や、同システムの減価償却費などの一般管理費の増加、またクリーニング事業の関連会社で生じ

た一過性の持分法投資損失などにより、営業利益は2,188百万円、経常利益2,596百万円、これに特別損益、法人税等

を加減した当期純利益は978百万円と、いずれも前期を下回りました。 

   

  セグメント別の概況につきましては、以下のとおりです。なお、各業績数値は、セグメント間売上高または振替

高及び配賦不能営業費用を調整前の金額です。 

連結業績 
（金額単位：百万円） 

前期 
（平成19年３月期） 

当期 
（平成20年３月期） 

前期比（％） 前期差 

売上高 114,133 120,228 105.3 6,094 

営業利益 3,246 2,188 67.4 △1,057 

経常利益 3,516 2,596 73.8 △919 

当期純利益 1,579 978 61.9 △601 

 
連結業績の推移  (百万円) 
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① 航空関連事業 

航空機・機材関係では、中古航空機の販売において、大型機の販路開拓等により増収を確保いたしましたが、比

較的収益性の高い航空機部品の販売が期中において停滞した影響などにより、利益は前年を下回りました。 

 航空旅客関連では、免税品の卸売り取引などが順調に拡大したものの、クリーニング事業における収益性の低下

等をカバーできず、減益となりました。 

 これらの結果、売上高43,079百万円、営業利益1,473百万円と、増収減益となりました。 

  

② 生活関連事業 

  雑貨、印刷・メディア関連では、法人向けセールスプロモーション関連の取引拡大に努めましたが、JALグループ

向け調達事業の減少や原油高による印刷用紙の高騰などにより、増収減益となりました。 

 通信販売関連では、ＤＭ食品カタログ「グルメ・ファーストクラス」において伸び悩み傾向が見られましたが、

新ＥＣエンジン導入と集客キャンペーンの効果により、インターネット通販「JALショッピング」が収益に貢献し、

ほぼ前年並みとなりました。 

 フーズ・ビバレッジ関連では、冷凍サバやベトナム加工のサーモンなど、輸入冷凍水産物や輸入生果物（生鮮果

実、冷凍加工野菜等）の販売が好調に推移するとともに、ワイン販売においてはオリジナルワイン等の販売強化に

努め、収益向上を図りました。また、贈答用商品では大手流通向け「選べるギフト」や「おせち」などで堅調な実

績をおさめました。 

  これらの結果、売上高35,313百万円、営業利益1,381百万円と、いずれも前期を上回りました。 

  

航空関連事業 
（金額単位：百万円） 

前期 
（平成19年３月期） 

当期 
（平成20年３月期） 

前期比（％） 前期差 

売上高 39,069 43,079 110.3 4,009 

営業利益 2,145 1,473 68.7 △671 
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生活関連事業 
（金額単位：百万円） 

前期 
（平成19年３月期） 

当期 
（平成20年３月期） 

前期比（％） 前期差 

売上高 33,585 35,313 105.1 1,727 

営業利益 1,332 1,381 103.7 48 
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③ 顧客サービス事業 

 ライフデザイン関連では、不動産事業において、空港周辺不動産の開発、サブリース事業の拡大に努めるととも

に、販売用不動産（土地建物）の販売が収益に貢献いたしました。また、リゾート分野では「JALバケーションズ

*」の販売サポートにおいて、ハワイの物件を中心に好調に推移いたしました。さらにカナダの高級不動産マーケテ

ィング会社との提携を行い、将来に向けた更なる事業強化を図りました。 

*ハワイなどのリゾート不動産物件の所有権等を週単位で販売するリゾート共有（タイムシェア）システム

 店舗関連では、国内空港店舗「BLUE SKY」において、オリジナル商品「空スイーツ・シリーズ」で爆発的な人気

商品を開発し、収益に貢献をいたしましたが、一方で、成田空港において平成19年４月にオープンした空港ビル直

営の「ナリタ５番街」等との競合激化、および福岡空港ターミナルビルの改装工事、さらに売れ筋商品である地方

銘菓に「食の安全」に関わる販売停止問題が生じたこと等の影響により減益となりました。また成田空港免税店の

「JAL－DFS *」においても同じく「ナリタ５番街」の影響等で前年を下回りました。 

*連結子会社 ㈱JAL－DFSが運営

  これらの結果、売上高43,167百万円、営業利益2,918百万円と、いずれもほぼ前年並みとなりました。  
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顧客サービス事業 
（金額単位：百万円） 

前期 
（平成19年３月期） 

当期 
（平成20年３月期） 

前期比（％） 前期差 

売上高 42,774 43,167 100.9 393 

営業利益 2,872 2,918 101.6 45 
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 （次期の見通し） 

  当期後半からの国内外景気の減速感および事業環境の変化は、当社の業績にも少なからず影響が見込まれますが、次

期においても、時勢の変化に迅速、且つ的確に対処しつつ、引き続き事業品質の向上を通じて市場競争力を高めながら

目標の確実な達成を図ってまいります。 

 航空関連事業においては、アジア諸国の航空需要の高まりにあわせてビジネスチャンスの拡大が見込まれる航空機部

品・保管供給ビジネス*の拡充、および双日グループの航空機ビジネスの事業リソースと当社の機能・ノウハウを融合

した新たな事業基盤の確立をすすめてまいります。 

*航空機エンジン修理に必要な輸入部品を保管（在庫・品質管理）し、タイムリーに国内重工業等に納入するサプライシステム

 生活関連事業においては、通信販売で、航空機内カタログ「JAL SHOP」およびダイレクトメール・カタログ

「JAL World Shopping Club」の販促施策・顧客規模の拡大を図るとともに、JALグループ各社と協働での顧客囲い込み

施策、インターネットを活用した企業社員向け等「インナー・マーケット」の開拓にも取り組んでまいります。 

 顧客サービス事業においては、不動産事業で、前期の大型物件販売による反動があるものの、引き続き堅調な実績が

見込まれるほか、空港店舗事業においてもオリジナル商品の開発による差別化および収益性の向上とあわせて、全国展

開の優位性を生かした施策を通じてBLUE SKYブランドの浸透と強化を図ってまいります。 

 また平成20年６月より、執行役員制を導入して、事業分野間の連携強化と経営の意思決定の迅速化を図ってまいりま

す。さらに航空関連事業に限らず、各事業分野においても双日グループとの事業アライアンスを通じて、収益力の強

化、および事業付加価値の向上に努めてまいります。 

  

連結業績 
（金額単位：百万円） 

当期 
（平成20年３月期） 

次期 
（平成21年３月期） 

前期比（％） 前期差 

売上高 120,228 127,000 105.6 6,771 

営業利益 2,188 3,000 137.1 811 

経常利益 2,596 3,100 119.4 503 

当期純利益 978 1,550 158.4 571 
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(2）財政状態に関する分析 

 当期末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、販売用不動産等のたな卸商品の取得費用や、今期よ

り稼動した新基幹システムの拡充費用、空港店舗における改装工事費用等に使用されましたが、営業取引による収入

が順調だったことや、銀行からの借入れにより、前期末と比較して528百万円増加し、6,174百万円（前期末比

109.4％）になりました。   

 各キャッシュ・フローの内容につきましては、以下のとおりです。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 前期末に未決済であった一時的な債権の滞留が入金により解消され売上債権が大幅に減少しました。一方、販売に

備えた不動産物件や輸入水産加工品等の仕入れにより、たな卸資産が増加しました。この結果、当期の営業活動によ

り獲得した資金は、前期と比較して278百万円増加し、1,872百万円（前期末比117.5％）になりました。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当期より稼動した新基幹システムの拡充のための費用や、新規店舗の出店費用及び免税店舗を含む既存店舗の増

床・改装費用が発生しました。また、米国連結子会社において乗員訓練生用の寮施設の改装を行いました。一方、空

港ビルディングに対する入居時差入保証金が償還時期の到来により償還されました。この結果、当期の投資活動によ

り使用した資金は、前期と比較して734百万円減少し、1,088百万円（前期末比59.7％）になりました。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当社において新基幹システムの拡充や店舗の改修等のために借入れを実施しました。一方、米国子会社においては

乗員訓練用航空機購入のための借入金を返済しました。これに当社及び国内子会社による配当金の支払額を加えた当

期の財務活動により使用した資金は216百万円になりました。（前期は765百万円のキャッシュ・イン） 

   当企業集団のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりです。 

 自己資本比率：自己資本／総資産 

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

      ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数により算出しています。 

  ３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ています。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としています。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用していま

す。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  株主の皆様との「長期的な関係の構築」と「安定的な利益還元」を経営姿勢として重視し、利益還元においては、

安定的かつ継続的に配当を実施してまいりたいと考えています。 

   平成20年３月期は、１株につき５円の増配となる35円、また平成21年３月期につきましては、前期と同じく35円を

予想しております。 

   なお、配当性向につきましては、経営として目指すべき指標のひとつとして、前期より「連結ベースで３０％」を

中期目標値として設定してまいりましたが、この点につきましては前期、最終利益が減益となったことにより、結果

として達成する形になりました。 

  しかしながら、経営として今回の減益は一過性のものと認識しており、これをもって配当性向を論ずることは、当

社の基本的な配当方針にそぐわないものと考えております。 

  したがいまして今期以降の配当につきましては、引き続き配当性向で「連結ベース３０％」を中期目標として設定

し、安定的且つ継続的な株主還元に努めてまいります。 

 
平成16年 
３月期 

平成17年 
３月期 

平成18年  
 ３月期 

平成19年  
 ３月期 

平成20年  
 ３月期 

自己資本比率（％） 29.3 33.0 35.2 34.4 36.2 

時価ベースの自己資本比率（％） 82.2 71.5 72.7 66.9 51.4 

債務償還年数（年） 4.7 2.9 2.2 4.3 3.7 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 18.4 29.9 28.2 13.5 12.8 
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(4）事業等のリスク 

 以下、JALUXグループの事業展開上のリスク要因となる可能性がある事項を記載いたします。なお、当社はこれら

のリスク要因を十分認識のうえ、その未然の回避と発生時の最善の対応に努めてまいります。 

① JAL（日本航空）グループとの関係について 

 当社は㈱日本航空の関連会社で、同社、㈱日本航空インターナショナル及びその他JALグループ企業に対して、

物品の販売及び業務受託を行っています。 

 平成20年３月期における、JALUXグループからの販売金額及び連結売上高に占める比率は以下の通りで、今後JAL

グループとの取引関係に大きな変化が生じた場合、JALUXグループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  尚、平成19年３月、当社の企業価値向上を目的とする株式異動により、㈱日本航空の持株比率は21％（異動前は

51％）となりましたが、次期以降の業績に与える影響は軽微です。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

② 航空旅客数の影響について 

 JALUXグループの事業の中で、航空旅客数の影響を、直接的または間接的に受ける主な事業は以下の通りで、航

空旅客数に大幅な変動が生じた場合、JALUXグループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

主に国際線航空旅客数の影響を受ける事業 

機内販売品・機内食事業、「JAL-DFS（成田空港免税店）」 

主に国内線航空旅客数の影響を受ける事業  

 機内通販事業、「BLUE SKY（国内空港店舗）」 

 なお、これらの事業の売上高は、連結売上高の概ね４割程度となり、最近では、平成14年３月期及び平成16年３

月期に、米国同時多発テロ事件、イラク戦争及びＳＡＲＳ等による国際線航空旅客数減少の影響を受けています。

③ 企業ブランドと顧客との信頼関係について  

 当社は日本航空の「JAL」ブランド及びJALグループとしての企業ブランド「JALUX」を事業上有効に活用すると

ともに、商品・サービス等の品質に基づく顧客との信頼関係を基盤に事業展開を行っています。今後、これらの信

用力や人気に変化が生じた場合や、当社の提供する商品・サービスに品質上の大きな問題が生じ企業としての信頼

性の低下を招いた場合など、JALUXグループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 なお、東証１部指定を機に、平成16年４月に「事業品質向上委員会」を設置し、事業活動全般にわたる品質のさ

らなる向上に取り組んでおり、順法性、公正性等の観点も踏まえ、社会性の高い「良き企業市民」としての企業の

発展に努めてまいります。 

 ④ 新規事業分野への参入について 

 当社では、新たな基幹事業育成のため、将来にわたるJALUXグループの継続的な事業成長が見込まれ、かつ企業

理念にも即した「環境」「文化」「厚生」の３分野への新規事業展開を推進しています。 

 具体的には、既に、介護施設運営会社の設立、環境技術・医薬品開発メーカーへの投資などを実施しています。

出資に際しては十分な検討を行い、JALUXグループの今後の収益拡大に寄与するものと確信は得ており、今後も積

極的に３分野への新たな投資をすすめていく予定ですが、これらが計画どおりに進捗し所期の目的を達成するか否

かについての保証はありません。 

連結会計年度 平成19年３月期 平成20年３月期 

相手先 金額（百万円） 比率（％） 金額（百万円） 比率（％） 

㈱日本航空 58 0.1 18 0.0 

㈱日本航空インターナショナル 17,953 15.7 19,178 16.0 

その他JALグループ企業 12,918 11.3 13,164 10.9 

合計 30,930 27.1 32,361 26.9 
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２．企業集団の状況 
 JALUXグループは、当社及び子会社10社（うち連結子会社８社）、関連会社12社（うち持分法適用会社８社）で構成

され、航空関連事業を基盤に、一般市場・一般消費者をターゲットとする生活関連事業、顧客サービス事業を積極的に

展開し、企業価値の向上をはかっています。 

 JALUXグループ各事業の主な商品及び販売形態等は次のとおりです。 

(1）航空関連事業 

 航空関連企業を中心とする一般企業を主な対象として、航空機、航空機部品、機械・資材（空港用地上機材等）、

航空客室用品、航空機内販売品（国際線免税品等）、繊維用品（制服等）の販売及び調達業務受託を行っています。

 海外においては、JALUX AMERICAS,Inc.が、航空機部品等のほか、訓練用航空機のリース事業等を行っています。 

(2）生活関連事業 

 一般消費者や一般企業を主な対象として、農水産物（農畜産物、水産物、生花）、加工食品、贈答用食品、ワイ

ン、雑貨・宝飾、印刷メディア等の企画・販売を行っています。 

 加工食品においては、JALUXオリジナル食品「JAL SELECTION デスカイシリーズ」等を主要商品としています。 

 一般消費者向けの販売においては、JALグループ機内設置の「JAL SHOP」や「JAL World Shopping Club」等のカタ

ログ及びJALホームページWEBモール「JALショッピング」等のリテールチャネルを活用した通信販売を主要販路とし

ています。 

(3）顧客サービス事業 

 一般消費者や一般企業を主な対象として、保険（損害保険等）・ＦＰ、不動産のデベロップメント、サブリース、

売買・仲介、資産活用等のライフデザインビジネスを行っています。 

 また、航空旅客を主な対象として、国内主要空港において「BLUE SKY（売店・レストラン）」、「JAL-DFS（免税

店）」の運営を行っています。 

 海外においては、JALUX EUROPE Ltd.が、WEBサイト「JALショッピング ヨーロッパ」等を展開しています。 

事業の種類別セグメン
トの名称 

主な商品及び販売形態等 連結子会社 

航空関連事業 
航空機、航空機部品、機械・資材、航空客室用品、航空機

内販売品、繊維用品 【業務受託、卸販売等】 

JALUX AMERICAS,Inc. 

JALUX EUROPE Ltd. 

 JALUX SHANGHAI Co., Ltd. 

 JALUX HONG KONG Co., Ltd. 

生活関連事業 

農水産物、加工食品、贈答用食品、ワイン、雑貨、印刷メ

ディア 【カタログ・WEB通販、卸販売等】 

  

JALUX AMERICAS,Inc. 

JALUX EUROPE Ltd. 

JALUX ASIA Ltd. 

 JALUX SHANGHAI Co., Ltd. 

 JALUX HONG KONG Co., Ltd. 

 JALUX ASIA SERVICE Ltd. 

顧客サービス事業 
ライフデザイン（保険・ＦＰ、不動産等）、 

空港店舗「BLUE SKY」、空港免税店「JAL-DFS」 

㈱JAL-DFS 

㈱JALUXエアポート 

JALUX EUROPE Ltd. 
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 子会社及び関連会社等は次のとおりです。 

 

 
 

商品  

外注委託  

商品  

 

介護施設運営  

外注委託  

 

 関連会社  
 LAO JAPAN AIRPORT TERMINAL 

 SERVICES Co. ,Ltd. 

商品  

 商品  
 サービス  

 商品  
 サービス  

得  意  先  
関連当事者  

（その他の関係会社の子会社）  
 ㈱日本航空インターナショナル  
 

一 般 顧 客  

 関連会社  
 ㈱オーエフシー  

当                 社  

生活関連事業  顧客サービス事業  

 商品  
 サービス  

関連会社  
東京航空クリーニング㈱  
航空機材㈱  
子会社  
JALUX AMERICAS, Inc. 
JALUX EUROPE Ltd.  
JALUX SHANGHAI Co., Ltd. 

JALUX HONG KONG Co., Ltd.
関連会社  
㈱東京機内用品製作所  
㈱マルヨシ  

子会社  
JALUX AMERICAS, Inc 
JALUX EUROPE Ltd.  
JALUX HAWAII, Inc. 
JALUX SHANGHAI Co., Ltd. 
JALUX HONG KONG Co., Ltd.
㈱ JY ファッションクリエイト  
 

JALUX ASIA Ltd. 

関連会社  
三栄メンテナンス㈱  子会社  

㈱ JALUX エアポート  
JALUX EUROPE Ltd. 

㈱ JAL-DFS 

関連会社  

㈱NAA＆JAL-DFS 
㈱UJ プランニング 

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務  こ の 図 の 国 内 流 通 経 路 の

運送を担当しています。 

輸送部門  

関連会社  
㈱JAL ｴｱﾛ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 

 関連会社  
 ㈱ JALUX ライフデザイン  

関連会社 
㈱JAL ロジスティクス  

子会社 
JALUX ASIA SERVICE Ltd．

子会社    ㈱JAL-DFS 
関連会社  ㈱NAA＆JAL-DFS  

航空関連事業  

 店舗運営受託

連結子会社  

JALUX EUROPE Ltd. 土産物販売及び貿易業 

JALUX AMERICAS, Inc. リース業及び貿易業 

JALUX ASIA Ltd. 貿易業 

㈱JAL-DFS 免税販売店業 

㈱JALUXエアポート 売店・レストラン・喫茶店における店舗運営業務の受託 

JALUX SHANGHAI Co.,Ltd. 貿易業 

  JALUX HONG KONG Co.,Ltd. 

 JALUX ASIA SERVICE Ltd. 

貿易業 

店舗運営の受託及び客室乗務員の輸送受託 

非連結子会社  

JALUX HAWAII, Inc. 貿易業 

  ㈱JYファッションクリエイト  ファッションブランドの企画及び製造販売 

関連会社  

※東京航空クリーニング㈱ クリーニング、リネンサプライ業 

※㈱東京機内用品製作所 航空機、船舶、車両等の客室装備品の製作、航空機材の製作及び改修 

※㈱マルヨシ 鞄、袋物、小間物、履物、スポーツ用品類の製造販売 

※㈱JALロジスティクス 自動車運送取扱業、輸出入通関業務、倉庫業 

※三栄メンテナンス㈱ ビル清掃業、施設管理業、警備業 

※航空機材㈱ 輸送機用特殊機構装置の設計及び製作航空機用機器の部品修理及び加工 

※㈱JALUXライフデザイン 介護施設の運営 

  〇※㈱UJプランニング イベント関連商品並びにキャラクター商品の企画・制作・販売  

㈱オーエフシー 旅客運賃、貨物料金及び発着時刻に関するコンサルタント業務

LAO JAPAN AIRPORT TERMINAL SERVICES CO.,Ltd. ワッタイ国際空港内ターミナルビルの運営・管理 

㈱JALエアロ・コンサルティング 航空分野に関わる開発計画の情報収集及びコンサルタント業務

㈱NAA & JAL-DFS 免税販売店業 
※は持分法適用会社  

    〇㈱UJプランニングは平成19年11月20日に設立されました。 

その他の関係会社  

㈱日本航空インターナショナル 航空運送業 
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【関係会社の状況】 

 （注）１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しています。（その他の関係会社を除く）

２．有価証券報告書を提出しています。 

３．議決権の所有割合は、被所有割合を示しています。（ ）内は間接被所有割合で内数です。 

４．特定子会社に該当します。 

     ５. 議決権の所有割合の[   ]内は間接所有割合で内数です。 

会社名 住所 
資本金 
（千円） 

主要な事業の内容
（注）１ 

議決権の
所有割合 
（％） 

関係内容 

その他の関係会社          

双日㈱ 

（注）２,３ 

東京都 

港区 

160,339,621 総合商社 30.1   

㈱日本航空 

（注）２,３ 

東京都 

品川区 

251,000,000 航空運送事業及び

これに関連する事

業等を営む会社の

持株会社 

21.4 

(0.2)

ビルの保守及び管理 

連結子会社          

JALUX EUROPE Ltd. 

（注）４ 

英国 

ロンドン 

ＳＴＧ￡ 

500,000 

航空関連事業 

生活関連事業 

顧客サービス事業

100.0 航空機部品、航空客室用品

及び機内販売品の購入 

JALUX AMERICAS,Inc. 

（注）４ 

米国 

ロスアン

ゼルス 

ＵＳ＄ 

5,000,000 

航空関連事業 

生活関連事業 

100.0 航空機部品、航空客室用品

及び機内販売品の購入 

JALUX ASIA Ltd. タイ国 

バンコク 

ＴＨＢ 

24,000,000 

生活関連事業 85.0 販売商品の購入 

㈱JAL-DFS 

（注）４ 

千葉県 

成田市 

300,000 顧客サービス事業 60.0 免税品の販売 

㈱JALUXエアポート 東京都 

品川区 

15,000 顧客サービス事業 100.0 空港店舗運営業務委託 

JALUX SHANGHAI Co.,Ltd. 中国 

上海  

ＣＮＹ 

8,060,800 

航空関連事業 

 生活関連事業 

100.0 販売商品の購入 

JALUX HONG KONG Co.,Ltd. 中国 

香港  

 ＨＫＤ 

3,883,250 

 航空関連事業 

生活関連事業 

100.0 航空客室用品及び販売商品

の購入 

JALUX ASIA SERVICE Ltd. 

  (注）５ 

タイ国 

バンコク 

 ＴＨＢ 

2,000,000 

 生活関連事業 100.0 

 [100.0]

店舗運営の委託及び客室乗

務員の輸送委託 

持分法適用関連会社          

㈱JALUXライフデザイン  東京都 

 品川区 

100,000 顧客サービス事業 50.0  介護施設の運営 

㈱UJプランニング  東京都  

 港区  

60,000 顧客サービス事業 45.0  商品の企画・制作・販売 

東京航空クリーニング㈱ 東京都 

大田区 

40,000 航空関連事業 30.0 当社が航空会社等から受注

した機内及び乗員等繊維類

のクリーニング業務の委託 

㈱東京機内用品製作所 東京都 

大田区 

10,000 航空関連事業 20.0 航空機の客室装備品の購入 

㈱マルヨシ 東京都 

文京区 

98,000 航空関連事業 25.6 機内サービス用品の縫製品

の購入 

㈱JALロジスティクス 東京都 

大田区 

144,000 顧客サービス事業 28.0 販売商品の通関・倉庫保

管・運送委託 

三栄メンテナンス㈱ 千葉県 

山武郡 

70,000 顧客サービス事業 28.6 施設の保守管理、清掃等の

業務委託 

航空機材㈱ 東京都 

大田区 

15,000 航空関連事業 24.0 航空機内装着品の修理、整

備・補修業務委託 

（株） ＪＡＬＵＸ  （2729）  平成 20 年 3月期 短信

－ 11 －



３．経営方針 

  

(1）会社の経営の基本方針 

  

  Ⅰ．企業理念 

「幸せづくりのパートナー」 

 お客様の心豊かな生活のために、常に良質な商品・サービスを提案することにより、広く社会に輝きをお届け

してまいります。 

Ⅱ．企業文化 

「Challenge ＆ Change － Yes,We Can」 

 時代の変革を好機ととらえ、失敗を恐れず積極果敢に挑戦し、自ら変化し続けてまいります。 

Ⅲ．経営姿勢 

 お客様に常に良質な商品・サービスを提供していくことにより会社を発展させ、その発展に伴い育成された長

期安定的な成長力により企業基盤を強化し、顧客・株主・社員・社会への利益還元をはかります。 

１．お客様中心：お客様の満足の為に努力し、信頼の「幸せづくりのパートナー」を目指します。 

２．株主重視：株主の皆様との長期的な関係を構築し、安定的利益還元をはかります。 

３．社員の幸せを大切に：社員と家族の幸せを大切にし、働きがいと誇りの持てる環境をつくります。 

４．企業の社会的責任：ＣＳＲを重視し事業活動に取り組むとともに、環境保護、社会貢献に努めます。 

(2）目標とする経営指標 

 「ＲＯＥ」「ＲＯＡ」を重要な経営指標と位置付け、バランスシートを意識した経営、資本・資産効率の高いビジ

ネスモデルの構築・転換により、その向上をはかってまいります。 

 また、重要なドライバーである「経常利益率」については、ここ数年において、高収益事業への経営資源のシフト

等、経営の効率化により、その水準を高めてまいりましたが、現状に満足することなく、事業ポートフォリオの見直

しやコストの効率化により、さらなる向上を目指してまいります。 

(3）中長期的な会社の経営戦略 

中長期的には、航空関連事業を基盤に、生活提案事業（リテールビジネス、付加価値創造型ビジネス）における成

長をはかってまいります。 

航空関連事業 

  JALUXの基盤事業として、国内重工業向け航空機部品販売などをはじめとする、航空（空港）関連ビジネスに関わ

る競争力をもって、海外展開の強化・拡充をはかり、そのノウハウと専門性において世界最高水準を目指してまいり

ます。 

生活提案事業（生活関連・顧客サービス） 

  通信販売、空港店舗、ライフデザイン（リゾート・不動産・保険・介護）などのリテールビジネスにおいて、顧客

満足度、ブランド価値、クオリティ、オリジナリティ等の向上をはかり、他社との効果的な提携も視野に、顧客の拡

大と、一般市場における商圏拡充を目指してまいります。 

平成２２年３月期に向けて計画する経営指標（連結数値） 

  平成２０年３月期実績 平成２２年３月期計画 

売上高（百万円） 120,228 150,000 

経常利益（百万円） 2,596 5,000 

経常利益率（％） 2.2 3.3 

当期純利益（百万円） 978 2,500 

ＲＯＥ（自己資本純利益率）（％） 6.4 12.7 

ＲＯＡ（総資産純利益率）（％） 2.3 4.1 
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  また、商社機能を中心とする、食品、雑貨、不動産開発、環境関連ビジネス等においては、川上・川下への展開を

伴う高付加価値モデルを拡大し、顧客価値の高い商品と専門性の高いサービスにより競争力を高め、付加価値創造の

プロフェッショナルを目指してまいります。 

(4）会社の対処すべき課題 

  

① 社会との共生強化 

 誠実な顧客対応、環境への配慮、法令順守、社会貢献活動などへの取組みを通じ、社会的責任（CSR*）を包括的に

実践するため、「JALUXグループ活動指針」に基づき、事業活動・取引について、事業品質の維持と、さらなる向上

を目指してまいります。 

* Corporate Social Responsibility

② 専門性の向上 

  主に航空関連事業において、専門性の向上を課題ととらえ、JALUXの中長期的な事業基盤としての確固たる競争力

の維持・向上のために、航空や空港に関わる専門的ノウハウ、ナレッジの一層の向上をはかり、その高度な専門性に

おいて世界最高水準を目指してまいります。 

③ マーケティング力の向上 

  主にリテールビジネスにおいて、マーケティング力の向上を課題ととらえ、顧客満足度の向上のために、顧客の

ニーズを的確にとらえ、また創出し、マーケティング力とセンスで顧客満足とともにそれを感動へと変えられる、

競争力の高いリテールビジネスを目指してまいります。 

④ 付加価値の向上 

  主に商社機能を中心とするビジネスにおいて、付加価値の向上を課題ととらえ、川上・川下への展開を伴いなが

らビジネスモデルを構築し、顧客価値の高い商品と専門性の高いサービスを創造し提供できる、付加価値創造のプ

ロフェッショナルを目指してまいります。 
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